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1 遍昭の俗名は良岑宗貞であるが、本稿では出家の前後にかかわらず「遍昭」の呼称で統一している。 




（『芸文研究』41、1980 年 12 月のち、『摂関期和歌史の研究』〔三弥井書店、1991 年〕所収）、阿部俊子
『遍昭集全釈』（風間書房、1994年）など、遍昭の閲歴に紙幅を割いているものを参照した。 
 

































                                                        






































  孤雲无定処 本自愛高峯 不知人里日 観月臥青松 
  忽然開玉振 寧異対顔容 宿霧隨吟斂 蘭情逐詠濃 
  伝灯君雅致 余誓済愚庸 機水多塵濁 金波不易従 
  飛雷猶未動 蟄蚑匪開封 巻舒非一己 行蔵任六龍 
                                                        
8 石井公成「漢詩から和歌へ（一）―良岑安世・僧正遍昭・素性法師―」（『駒沢短期大学仏教論集』10、
2004年 10月）、39頁。 
9 前掲注 8、石井論文 40頁。 
10『伝述一心戒文』の引用は、天台宗宗典刊行会『伝教大師全集』（別巻、1912 年）所収の本文によるが、
現行の字体に改めた。また、一部誤字が疑われる箇所についても訂正をしている。 





































我有一児子 塵煩不可侵 天縦成道器 童歯抜禅心 
新負心経帙 初諳梵字音 野縫青葛衲 □□緑羅襟 



































































































































































































の和歌表現を足がかりとして―」（課題番号 JP19K13057、令和 1年度～2 年度）における研究
の一部である。 
 
 
